
授業概要

　この授業の目的は、都城地域の歴史や文化について学習することを通して都城地域についての理解を深めることで
ある。
　４年間の学生生活や様々な学習活動を展開していく際の基礎的な素養を培う講義として位置づける。なお、授業は
複数の講師によるオムニバス形式で行う。

関連する科目 教養教育科目「歴史と社会」を合わせて受講することで、都城史の位置付けが明確になり、理解の深化が期待できる。

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 750009 配当学年 １年次

科目名称 [英語名称] 都城の文化と歴史　[Culture and History of Miyakonojo]

単位数 2

開設学科 人間発達学部

授業形態 講義

学位授与の方針
との関連教員氏名 早川　純子／山下　真一／田代　義博／祝迫　眞澄／武田　浩明／桒畑　光博／

吉川　勉

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修

　予習については、指定された文献を事前に熟読し、次回の講義内容を把握しておく。専門用語の意味も調べ、理解し
ておくこと。(学修に係る標準時間は約１時間)
　復習については、授業内容を振り返って要点を整理し、さらに関連情報を収集しまとめる。授業終了後に課題が課さ
れる場合は、課題の作成を行う。(学修に係る標準時間は約１時間)

授業の到達目標

・都城地域の歴史や文化について主体的に学習することを通して、都城地域についての理解を深めるとともに、４年間
の学生生活やさまざまな学習活動を展開していく際の基礎的な素養を養う。
・都城の文化と歴史に係る問題にどのような歴史的背景があるのかを検討した上で、自分なりの意見を述べることが
できるようにする。

随時、資料を配布する。テキスト

課題は、評価後に返却および解説をします。
課題に対する
フィードバック

　講義者の講義ごとにレポートが課されるが、
授業態度を含め講義者全員の評価を総合し
て判断する。
（各教員15% × 6 → 90％、最終レポート10％）

評価方法

　適宜、紹介する。

参考書

郷土史や美術、考古学の専門家が担当します。備考

授業計画

第１回 　都城の歴史と都城島津氏 
第２回 　島津の歴史と都城 
第３回 　都城の文化と島津氏
第４回 　都城の活火山① 
第５回 　都城の活火山② 
第６回　 都城市の地場産業・観光イベント
第７回 　考古学から見た都城①
第８回　 考古学から見た都城②
第９回 　都城の文化と風土 
第10回 　山内多門と都城 
第11回 　都城の年中行事・民俗・口頭伝承 
第12回 　都城の伝説・民話・方言 
第13回 　民話の教材化 
第14回 　民俗芸能「安久節」の継承
第15回 　都城の教育史
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授業の進め方と方法

授業は複数の講師によるオムニバス形式で行います。 担当者によっては、学外見学を実施します。

○
実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○

5 -


